
『 』 上映会 開催事例

【株式会社 読売・日本テレビ文化センター（よみうりカルチャー） 様】

参加者の反応に、現代社会における身近なテーマでもあることを実感
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上映日：2015/ 3/28（土） 場所：よみうりカルチャー青山教室（東京都港区）

映画上映後に行なわれた、宮本監督のトークイベント。 機関誌「よみカル」で上映会を告知。

よみうりカルチャー
http://www.ync.ne.jp/

約１万講座を１９拠点で展開する
首都圏最大のカルチャーセンター。
各センターでは、俳句や短歌、音
楽やダンス、スポーツ、美術や手
芸、語学など、１８ジャンルからな
る多彩な講座を展開し、全体で約
６万人が利用している。

ご担当者：
株式会社 読売・日本テレビ文化
センター（よみうりカルチャー）

田中敦子さん

●上映会を開催するに至った経
緯を教えて下さい。

『共に歩く』の宮本監督とは、以
前、弊社よみうりカルチャーの映
画関連のイベントでお世話になり、
その関連で上映会のお話を伺い
ました。

映画の内容が弊社の受講者の
ニーズ、年齢層に合った内容だと
判断し、開催に至りました。

●地域へどのように告知をしまし
たか？

新聞折り込みチラシに掲載、読
売新聞掲載、弊社機関誌「よみカ
ル」掲載、東京都人材支援事業
団会員誌掲載、文京区シビックセ
ンター内でチラシ配布、各イベン
ト会場でチラシ配布、青山教室・
恵比寿・大森・川崎センターにチ
ラシ設置、ＤＭ送付などで、告知
を行ないました。

●告知の中で、効果があった方法
を教えて下さい。

以前開催した映画講座の受講者
にＤＭを送付した方法です。

●上映会当日の参加者の様子や、
上映会開催の感想を教えてくださ
い。

この作品が、監督の実体験を基に
しているということもあり、映画の
上映後は監督によるトークイベント
を実施しました。

映画内容、監督のトーク共に良い
内容で、有意義な開催とすること
が出来ました。

監督のトーク後、参加者からの熱
心で真剣な質問が多数あり、イベ
ント終了後も、監督へ相談をしたり
感想を伝えたりする方々がいらっ
しゃるほどでした。

参加者からは、「とても考えさせら
れる内容だった」「トークを聞いて
映画をより深く理解できた」

「監督の体験談がとても参考に
なった」 「これからの生き方に反映

していきたい」「たくさんの会場で
上映してもらいたい」といった感想
をいただきました。

想像以上の反響に、この映画で描
かれる子どもの強迫性障害、認知
症、アルコール依存症、共依存症
などは、重いテーマながら、現代
社会における身近なテーマでもあ
ることを実感出来ました。


